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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
交

流
大
会
（
10
月
24
日
開
催
、
会
場
は

旧
上
郷
中
学
校
）
に
は
、
遠
野
市
長

多
田
一
彦
様
、
市
体
協
理
事
長
工
藤

和
信
様
、
そ
し
て
上
郷
地
推
協
事
務

局
長
佐
藤
正
雄
様
を
御
来
賓
と
し
て

お
迎
え
し
、
県
内
４
地
区
参
加
で
の

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

   

御
来
賓
の
祝
辞
の
あ
と
の
始
球
式

で
は
、
遠
野
市
長
の
素
晴
ら
し
い
ブ

レ
イ
ク
が
行
わ
れ
、
見
事
に
キ
ュ
ー

（
球
）
が
は
じ
け
て
大
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

  

結
果
は
、
優
勝
が
大
東
チ
ー
ム
、

準
優
勝
は
湯
口
Ａ
チ
ー
ム
、
第
三
位

は
遠
野
Ｃ
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
リ
ヤ
ー
ド
を
や
っ
て
み
た
い
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
上
郷
地
区
セ
ン

タ
ー(0198-65-2022)

ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
行
わ
れ
る

上郷町一人暮らし交流会   盛大に開催

   

去
る
10
月
29
日
（
火
）、
パ
レ
ス

道
を
会
場
に
「
令
和
6
年
度
上
郷
町

一
人
暮
ら
し
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

来
賓
の
遠
野
市
長
・
多
田
一
彦
様

よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
戴
し
、
遠

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・
及
川

増
德
様
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
上
郷
保
育
園
児
16
名

が
お
遊
戯
「
火
の
用
心
」
を
披
露
。

そ
の
後
、園
児
た
ち
は
会
場
を
回
り
、

手
作
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
カ
イ
ロ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
野
菊
」
の
合
唱
や
、

語
り
部
に
よ
る
昔
ば
な
し
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

余
興
の
最
後
は
、
万
年
青
ク
ラ
ブ

有
志
の
皆
さ
ん
に
歌
と
踊
り
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
上

郷
小
唄
」
で
は
、
参
加
者
が
座
席
で

手
を
合
わ
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

後
日
、
感
謝
の
お
手
紙
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
お
言
葉
は
運
営

側
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 こ の 時 期 は 日 没 が 早 く な り 帰 宅
時 間 と 重 な っ て 交 通 事 故 の 危 険 性
が 高 ま り ま す。 交 通 事 故 を 防 ぐ に
は、 日 頃 か ら の 取 り 組 み が 大 切 で す。 
　車を運転する方は、薄暗くなる前に早
めにライトを点灯し、自分の車の存在
を周囲に知らせましょう。また、「かも
しれない運転」を心掛け、交通事故の
防 止 に 努 め ま し ょ う。 
　自転車に乗る方や歩
行者は、目立つ服を着
る、靴や衣服、カバンな
どにライトや反射材を
付けるなどして、相手か
ら自分が見えやすい格
好を心掛けましょう。

上
郷
小 

150
周
年
記
念
式
典

  

11
月
9
日
（
土
）、
記
念
す
べ
き

上
郷
小
学
校
創
立

150
周
年
記
念
式
典

を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
「
上
郷
し
し
踊
り
」「
上

小
体
操
」「
耕
母
黄
昏
」
の
斉
唱
を

披
露
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
上
小
児

童
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
子
ど

も
達
の
心
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
若
竹
千
佐
子
様
に
は
校
歌
に
込

め
ら
れ
た
思
い
を
子
ど
も
達
に
伝
え

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

校
歌
を
大
切
に
歌
う
こ
と
と
思
い
ま

す
。

   

地
域
の
皆
様
に
は
、
数
多
く
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。（
上
郷
小
学
校
よ
り
）

日頃から意識を
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■ごみの収集日（11 月～ 12 月）
11 月   26 日（火）もえるゴミ

  28 日（木）ビン類・プラ製容器包装

12 月

    3 日（火）もえるゴミ
    5 日（木）もえないゴミ・粗大ゴミ
  10 日（火）もえるゴミ
  12 日（木）紙類・プラ製容器包装
  17 日（火）もえるゴミ
  19 日（木）缶類・ペットボトル
  24 日（火）もえるゴミ
  26 日（木）ビン類・プラ製容器包装

有害ごみ ( 蛍光灯、乾電池 ) は地区センターへ
12 月 30 日（月）に市内全域で、もえるゴミの

臨時収集があります。午前 7 時 30 分までに各

集積所にもえるごみを出してください。（通常

収集日より 1 時間早いです）

   
10
月
31
日
（
木
）、
盛
岡
市
民
文

化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
岩

手
県
更
生
保
護
研
究
大
会
に
お
い

て
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

に
率
先
し
て
協
力
し
、
安
心
で
安
全

な
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
た
と

し
て
、
上
郷
町
防
犯
協
会
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
上
郷
町
防

犯
協
会
の
佐
々
木
康
貴
会
長
が
出
席

し
、
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

上
郷
町
防
犯
協
会
で
は
、
主
な
活
動

と
し
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

・
防
犯
広
報
紙
の
発
行

・
季
節
ご
と
の
地
域
安
全
運
動

・
青
色
回
転
灯
装
備
車
に
よ
る
巡
回

・
子
ど
も
・
女
性

110
番
の
家
の
活
動

・
登
下
校
時
の
あ
い
さ
つ
運
動

・
昼
間
の
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル

　

今
後
も
上
郷
町
防
犯
協
会
で
は
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
こ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
し
て
行
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

融
雪
剤
お
分
け
し
ま
す

　

道
路
の
凍
結
を
防
止
す
る
た
め
、

融
雪
剤
を
お
分
け
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

ご
持
参
の
う
え
、
上
郷
地
区
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

融
雪
剤
に
は
主
に
2
つ
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
1
つ
目
は
、
路
面
上
の
雪

を
溶
か
す
効
果
で
す
。
積
も
っ
た
雪

を
速
や
か
に
溶
か
し
、
除
雪
作
業
を

し
や
す
く
し
ま
す
。
2
つ
目
は
、
凍

結
防
止
の
効
果
で
す
。
雪
が
積
も
ら

な
い
よ
う
に

防
ぐ
と
と
も

に
、
雪
ど
け

水
の
凍
結
を

防
ぐ
働
き
も

あ
り
ま
す
。

上
郷
町
防
犯
協
会
へ
感
謝
状

■上郷町予定（11 月～ 12 月）

11 月
25 日（月）官公署連絡会議

26 日（火）
公共交通会議、第 2
回地推協理事会

12 月

  5 日（木）
上郷しらかば会、文
書配布

15 日（日）
冬の交通事故防止県
民運動（24 日まで）

26 日（木）文書配布

30 日（月）
もえるごみ臨時収集

（市内全域）
31 日（火）大晦日


